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研究成果の概要（和文）：細胞小器官が分子モーターキネシンとダイニンによって輸送される。非平衡統計力学
に基づく非侵襲力測定法で１つの細胞小器官を輸送する分子モーター数を計測することができる。本研究ではミ
トコンドリア輸送について、輸送を担う分子モーター数の増減を光操作で制御し、非侵襲力測定法で分子モータ
ー数を検出することで、測定法の妥当性を検証することが目的であった。ミトコンドリア輸送への光操作につい
てはミトコンドリア特有の問題が生じたため、光操作に変わって分子モーター阻害剤を用いて人工的に分子モー
ターを減少させる研究を行った。人工的な操作に伴い分子モーター数が減少し、その効果を非侵襲力測定法で検
出することができた。

研究成果の概要（英文）：Organelles are transported by motor proteins kinesin and dynein. The number 
of such motors can be estimated by the non-invasive force measurement method based on 
non-equilibrium statistical mechanics. In the research, we aim to artificially increase or decrease 
the number of motors by optical control, and check the validity of the non-invasive force 
measurement method. Because of the specific problem related to mitochondrial transport, we could not
 change the number of motors by optical control, we succeeded in decreasing the number by the 
addition of inhibitor of dynein, and checked the validity of the non-invasive force measurement 
method. 

研究分野：生物物理学

キーワード： 光操作　タンパク質分子モーター　細胞内輸送　非侵襲力測定

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
細胞内は複雑な環境にあり、その中で機能するタンパク質の物理的性質を調べることは難しい。そのような状況
の中、非侵襲力測定法は細胞内での物理計測のツールとして発展してきた。非侵襲力測定法の主なターゲットは
神経細胞軸索中の細胞小器官輸送である。アルツハイマー病、パーキンソン病などの神経疾患で細胞小器官輸送
の欠陥が報告されている。将来、神経細胞軸索中の細胞小器官輸送の解明は神経疾患研究の発展に貢献すると期
待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。
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